予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：森林整備費　　　
	事業名: 森林整備支援・加速化事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　林政部　森林整備課　整備係　電話番号：058-272-1111（内3192）

　　　　　　　E-mail：c11515@pref.gifu.lg.jp 
	事業費


　要求額：848,476千円（前年度予算額：677,236千円）
	事業内容


	１　事業の概要


集約化と施業システムの合理化（低コスト化）が進み、間伐材の搬出が20ｍ3/ha以上確実に見込まれる団地に当該事業を優先的に充当し、さらなる施業の合理化と間伐材の搬出を加速する。

地形や立木の成長具合などにより、事業地の集約化が困難な森林、特に「森林整備事業費補助金」の間伐で申請に必要な面積な5.0ha以上の施業地のとりまとめが困難な森林の間伐を支援する。

　【補助率・採択要件等】

・補助率 65/100（森林整備加速化・林業再生基金50/100　県費15/100）

（森林整備事業では68/100）  

・申請必要面積　0.1ha以上

（森林整備事業では5.0ha以上）

・搬出材積　20ｍ3/ha


（森林整備事業では10ｍ3/ha以上）

・集約化実施計画策定地であること
（５年以内に森林経営計画策定）
	２　所要経費


（１）森林整備支援・加速化事業費補助金　848,326千円
（２）事務費　150千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	677,236
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	677,236

	要求額
	848,476
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	848,476

	決定額
	848,476
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	848,476


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
「健全で豊かな森林づくりの推進」のための森林整備（間伐）について、平成24年度から28年度までの５カ年間で62,000haを実施し、災害に強い森林づくりを進めるとともに、成長した森林資源を有効活用するために、間伐材を搬出して利用する「搬出間伐」を進めます。　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	間伐面積
	14,284ha
（H22）
	11,895ha
（H23）
	
	11,360ha
(H24見込)
	12,400ha/年
（H24～28）
	91.6％


	搬出間伐材積
(森林整備事業分)
	73,143m3
（H22）
	115,052m3
（H23）
	
	197,600m3
(H24見込)
	530,400m3
（H24～28）
	37.3％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）
	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

目標の間伐面積のうち「森林整備支援加速化事業」により、2,600haの間伐実施を予定
また、搬出間伐材積についても、当該事業により52,000m3を予定


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

目標面積2,600haに対し、2,300haを、材積については、52,000m3に対し76,000m3を見込んでおり、災害に強い森林づくり、森林資源の有効利用を推進している。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○

	適正な間伐を実施し、森林の健全性を高め、森林の多面的な機能（災害防止、水源のかん養など）を維持、増進していくことは重用である。また、その整備（間伐）を通じ、森林資源を有効に活用することは重用であり、事業実施の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	目標面積の８割を越える実績が見込まれ、概ね期待した効果がある。
また、搬出材積も76,000m3を見込んでおり、木材資源の有効活用にも寄与している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	県で定めた標準的単価と実際に要した経費を比較し、少ない方の金額で補助金を交付する仕組みで運用しており、効率制を重視している。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
林道や作業道が整備されていない奥地などにある造林地では、木材の搬出ができず、事業の実施が困難。こうした地域の森林資源を搬出して有効に活用していくためには、路網の整備を進めていく必要がある。 


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
引き続き事業を実施し、森林の整備、木材資源の有効活用を図っていく。
※平成25年度は当該事業で3,100haの間伐を実施する予定


